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合同・対称・拡大図と縮図（1）
図形のまとめ

図形 対象：5年生～　ねらい：小学校で学習する、「合同な図形」「対称な図形」「拡大図と縮図」のまとめ

学習プリント無料ダウンロード

©ちびむすドリル
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① あ、いのようにぴったりと重ね合わせることができる２つの図形を何であると
いいますか。

下のあ、いの四角形はぴったりと重ね合わせることができます。1

③ 辺CDに対応する辺を書きましょう。

（　　　　　）④ 角Aに対応する角を書きましょう。

（　　　　　）⑤ 角Gの大きさは何度ですか。

（　　　　　）⑥ 辺FGの長さは何cmですか。
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下の三角形ABCと合同な三角形をかきましょう。2
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下の平行四辺形ABCDと合同な平行四辺形をかきましょう。3

たいおうちょうてん （　　　　　）② 頂点Bに対応する頂点を書きましょう。

ごうどう かくだい　ずたいしょう しゅく　ず

合同

辺HG
角 F
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3.3cm

〈例：3つの辺の長さを使って
かく方法〉
まず辺BCをかき、コンパス
を使って頂点Bを中心とした
半径2.3cmの円と、頂点C
を中心とした半径3.8cmの円
をかいて、２つの円の交わる点
を頂点Aとする。

〈例：3つの辺の長さを使って
かく方法〉
まず辺BCをかき、コンパス
を使って頂点Bを中心とした
半径2.3cmの円と、頂点C
を中心とした半径3.8cmの円
をかいて、２つの円の交わる点
を頂点Aとする。

〈例〉
まず辺AB、辺BCの
長さと、角Bの大きさ
を使って三角形ABC
をかき、つぎにコンパス
を使って、頂点Aを
中心とした半径4.6cm
の円と、頂点Cを中心と
した半径2.8cmの円を
かいて、２つの円の交わ
る点を頂点Dとする。

〈例〉
まず辺AB、辺BCの
長さと、角Bの大きさ
を使って三角形ABC
をかき、つぎにコンパス
を使って、頂点Aを
中心とした半径4.6cm
の円と、頂点Cを中心と
した半径2.8cmの円を
かいて、２つの円の交わ
る点を頂点Dとする。

ほかに、「２つの辺の長さとその間の角の大きさ」または、「１つの辺の長さとその両はしの角の大きさ」を使ってかくこともできる。
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